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本部ＯＢ会は結成 20 周年を経過し、

新しい 10 年に向かって歩み始めました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔応募要領〕 
○の中に適当な文字を入れて下さい。 

ヒントは、「ＯＢ会ニュース」（NO,251）

をよく読んで、答えを見つけて下さい。 

ハガキに答えと住所・氏名・ＯＢ会員番 

号を書いてご応募ください。 

 

＜宛て先＞ 〶 １５１‐８５１２ 

東京都渋谷区代々木２－２－６ 

ＪＲ新宿ビル 13ＦＪＲ東労組ＯＢ会 

 

＜賞品＞ 正解者の中から抽選で 33名の 

皆さんに下記の賞品を贈ります。 
 
１ 等 ３名  １万円のびゅう商品券 

２  等  ５名 ５千円のびゅう商品券 

３  等 10名 3千円のびゅう商品券 

特別賞 15 名 1,000 円の図書券 
 

＜応募締切＞ 2018年 1月 25日（消印有効） 

＜当選発表＞   次号 №253 号（2 月号） 

 新春ｸｲｽﾞ 
《 問 題 》 

もっと会員一人ひとりとのつ

ながりを創り出し、 

「人に〇〇〇〇〇会」 

を目指します。 

 

 

今
国
会
で
成
立
し
た 

重
要
法
案 

指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点 

                            

  

２
０
１
７
年
は
「
森
友
・
加
計
問
題
」

や
北
朝
鮮
の
「
核
ミ
サ
イ
ル
問
題
」
、
更
に

は
「
衆
議
院
解
散
」
な
ど
で
、
日
本
の
政

治
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
一
年
で
し
た
。 

ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
一
年
も
、
結
成
か 

ら
20
周
年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
、
今
後

の
10
年
を
見
据
え
た
新
し
い
活
動
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。 

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
本
部
Ｏ 

Ｂ
会
は
こ
の
一
年
間
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を

「
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
に
ま
と
め
て
振
り
返

っ
て
み
ま
し
た
。 

 

①

劇
団
文
化
座
「
命
ど
う

宝
」
公
演
を 

組
織
的
に
観
賞 

 

２
月
に
公
演
さ
れ
た
文
化
座
「
命
ど 

う
宝
」
を
、
「
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
」 

と
「
沖
縄
支
援
第
２
弾
」
の
取
り
組 

み
と
し
て
、
１
７
０
名
の
会
員
が
観 

賞
し
た
。
地
方
か
ら
の
参
加
者
も
多 

く
、「
文
化
座
友
の
会
」
に
新
加
入
す 

る
人
も
い
て
取
り
組
み
は
成
功
し
た
。 

 

②

本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
を
盛
大 

に
祝
う 

  

１
９
９
７
年
に
３
０
０
０
名
で
結
成 

 

さ
れ
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
20
周
年
を
迎 

え
、
会
員
証
や
パ
ン
フ
類
が
一
新
さ 

れ
た
。
記
念
総
会
に
は
歴
代
の
役
員 

等
１
３
０
名
が
参
加
し
、
各
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
に
「
Ｏ
Ｂ
会
旗
」
が
贈
ら
れ
る 

な
ど
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
地 

方
で
も
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年 

を
祝
う
総
会
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の 

会
員
が
参
加
し
た
。 

 
 

 
 

③ 

事
務
局
体
制
が
増
強
さ
れ
る 

  

４
月
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
で
、 

事
務
局
次
長
が
３
名
か
ら
４
名
に
増 

員
さ
れ
、
事
務
局
体
制
が
よ
り
強
化 

さ
れ
た
。 

  

④ 

ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
に
招
待
さ
れ
る 

 
  

２
０
１
２
年
に
本
部
Ｏ
Ｂ
会
が
初
訪 

韓
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動 

を
紹
介
し
て
交
流
を
始
め
た
。
そ
れ 

か
ら
５
年
が
経
っ
た
８
月
、
ソ
ウ
ル 

地
下
鉄
労
組
結
成
30
周
年
集
会
に
招 

待
さ
れ
、
同
労
組
に
「
Ｏ
Ｂ
会
結
成 

準
備
会
」
が
出
来
た
報
告
を
受
け
る 

と
共
に
、
今
後
の
連
帯
強
化
も
確
認 

さ
れ
た
。 

 

 
 

 
 

⑤ 

新
た
に
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議 

 
 

 

を
開
催 

 

８
月
下
旬
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
か
れ 

て
、
初
め
て
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
者 

に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ 

か
ら
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
が
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

 

の
場
に
移
る
事
に
踏
ま
え
た
会
議
で
、 

 

約
90
名
の
役
員
が
参
加
し
て
積
極
的 

な
意
見
を
出
し
合
っ
た
。 

 ⑥ 

今
年
も
３
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
交
流 

  

秋
口
に
か
け
て
東
西
の
関
東
ブ
ロ
ッ 

ク
の
３
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
日
帰
り
で
、 

上
信
越
と
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
地
本 

Ｏ
Ｂ
会
が
一
泊
で
交
流
会
を
開
催
し 

 

約
２
３
０
名
が
参
加
し
た
。
今
年
は
、 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
エ
ル
ダ
ー
会
員
の
参 

加
者
が
目
立
っ
た
交
流
会
と
な
っ
た
。 

 ⑦ 

Ｏ
Ｂ
会
員
発
行
の
本
を
紹
介 

  

郡
山
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
増
子
一
美
さ
ん 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
い
わ
せ
か
ず
み
）
の 

「
ジ
イ
ち
ゃ
ん
、
朝
は
ま
だ
？
」
と
、 

大
船
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
松
山
英
司
さ
ん 

の
「
絵
鳩 

毅
氏
の
証
言
集
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
つ
づ
く
） 

 
 

 
 

 
 

             

 
《 お知らせ 》 

 

月刊「自然と人間」が 

  3月号で廃刊になります 
 

 詳しくは、12月号の同封書類で 

お確かめ下さい 

 不明な点は、自然と人間社まで 

TEL  03-3495-7189 

          FAX  03-5496-9020 

 

2017年を振り返る本部ＯＢ会の 

これまでを総括し、新規活動がスタート 



          

    

     

                

 
     

 
 
 

  

          

                          

                    
 
 
 
 
    

 

  
 、  

               

                                      

今
回
は
、
浦 

和
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

の
鈴
木
登
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

鈴
木
さ
ん
は
、 

昭
和
45
年
機
関
士
に
な
る
事
を
夢
に
、 

下
十
条
電
車
区
の
整
備
掛
と
し
て
就
職 

し
、
国
鉄
改
革
を
機
に
車
掌
職
に
転
換 

し
て
、
池
袋
・
丸
の
内
・
浦
和
の
各
車
掌 

区
を
経
て
、
エ
ル
ダ
ー
と
し
て
り
ん
か
い
線 

乗
務
を
最
後
に
、
65
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。 

45
年
の
鉄
道
人
生
の
中
で
思
い
出
す 

の
は
、
下
十
条
で
強
制
配
転
反
対
の
ビ 

 

ラ
貼
り
を
し
て
訓
告
の
処
分
を
受
け
「
臨
雇 

で
処
分
を
貰
っ
た
の
は
、
お
前
し
か
い
な
い
」 

と
先
輩
か
ら
〝
ほ
め
ら
れ
た
〟
事
、
ま
た
改 

革
時
池
袋
の
ホ
テ
ル
に
出
向
し
、
「
三
本
柱
」 

を
担
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
事
。 

   

退
職
後
の
現
在
は
、
地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
Ｓ
Ｌ
同
好
会
に
入
り
、
石
炭
で
走
る
ミ
ニ
Ｓ 

Ｌ
の
機
関
士
を
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
沢
山
の
笑
顔
の
子 

供
達
を
乗
せ
て
走
る
時
、
何
よ
り
の
幸
福
を 

 

感
じ
る
そ
う
で
す
。「
退
職
し
て
や
っ
と
機
関 

士
に
な
る
夢
が
実
現
し
た
ョ
！
」
と
笑
っ
て

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
平
和
な
日
本
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
。
子 

供
達
の
笑
顔
を
無
く
さ
な
い 

た
め
に
も
、
今
後
も
Ｏ
Ｂ 

会
を
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
よ
う
に 

力
強
く
前
進
さ
せ
て
い
き 

 
 

 
 

 
 

ま
す
」
と
、
頼
も
し
い
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
日

は
、
Ｏ
Ｂ
会
と
９
条
連
活
動
で
忙
し
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
鈴
木
さ
ん
で
し
た
。 

（
埼
玉
県
新
座
市
在
住
・
鈴
木 

登
・
66
歳
） 

 

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

「我らの声」（第 19号） 

原稿締め切りは、 
 

１月 31 日です！ 

 

 作品は一人 1編で 1600字以内 

 各地本ＯＢ会に提出して下さい 
 

   
「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
８
月
号 

と
９
月
号
で
初
め
て
紹
介
し
た
。
そ 

の
結
果
、
多
く
の
地
本
Ｏ
Ｂ
会
で
話 

題
に
な
っ
た
。 

 

⑧ 

衆
院
選
で
Ｏ
Ｂ
会
が
奮
闘 

 

10
月
の
衆
議
院
選
挙
は
、
選
挙
の
準 

備
期
間
が
少
な
く
難
し
い
選
挙
と
な 

っ
た
が
、
選
挙
カ
ー
に
同
乗
し
た
り 

選
挙
事
務
所
に
詰
め
た
り
し
て
、
推 

薦
候
補
者
の
当
選
に
向
け
て
全
力
を 

挙
げ
た
。
し
か
し
衆
院
選
の
結
果
は
、 

残
念
な
が
ら
安
倍
一
強
を
崩
せ
な
か 

っ
た
。 

 ⑨ 

沖
縄
に
カ
ン
パ
を
届
け
る 

  

11
月
下
旬
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
を
含
め
た 

８
名
の
代
表
団
が
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会 

の
定
期
総
会
で
集
め
た
「
沖
縄
カ
ン 

パ
」
を
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反 

対
し
て
い
る
沖
縄
の
人
達
に
届
け
た
。 

沖
縄
の
退
職
者
連
合
、
９
条
連
、
平 

和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
と
意
見 

交
換
し
絆
を
強
め
な
が
ら
今
後
の
連 

帯
強
化
を
確
認
し
た 

 

 

⑩ 

宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
再
建
さ
れ
る 

 

凍
結
中
だ
っ
た
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
、

12
月
９
日
に
再
建
総
会
を
開
催
し
、
新 

し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
役
員
体
制
で
再
ス 

タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
で
全
て
の
機
関
の 

Ｏ
Ｂ
会
が
揃
っ
た
。 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
昨
一
年
間
は
、
「
会
員
増

加
」
の
時
代
か
ら
、「
会
員
減
少
・
高
齢
化
」

の
時
代
が
来
る
事
を
見
越
し
て
、
そ
の
対
策

を
立
て
る
初
年
度
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
一
つ
が
会
員
が
集
ま
り
易
い
支
部

Ｏ
Ｂ
会
に
す
る
た
め
に
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
代

表
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

も
更
に
、
そ
の
場
を
設
け
内
容
を
深
め

て
い
き
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
以
外

の
高
齢
者
や
団
体
と
の
連
携
も
強
め
、
共
通

の
悩
み
や
課
題
解
決
に
向
け
て
一
層
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
沖
縄
の
闘
う
高

齢
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
は
、
今
後
も
継

続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

今
年
一
年
も
全
Ｏ
Ｂ
会
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
健
康
で
明
る
く
元
気
な
声
を
掛
け

合
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

          

12
月
18
日
14
時
よ
り
、
本
部
の
中
会
議

室
で
本
部
主
催
に
よ
る
「
エ
ル
ダ
ー
担
当

者
会
議
」
が
、
昨
年
に
続
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
従
来
は
「
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
と
中
央
本
部
役
員
と
の
意
見

交
換
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。 

会
議
に
は
奥
山
副
委
員
長
始
め
３
名
の

本
部
役
員
と
、
全
12
地
本
の
エ
ル
ダ
ー
担

当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
古
川
会
長
と
伊
藤
事
務

局
長
が
会
議
に
招
か
れ
、
そ
の
場
で

月

に
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
賃
金
面
等
の
労
働
条

件
が
改
善
さ
れ
た
事
を
確
認
し
、
今
後
現

退
一
致
し
て
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
組
合
継

続
と
Ｏ
Ｂ
会
加
入
の
取
り
組
み
を
強
め
る

事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
央
本
部
が
昨
年
に
続
き
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会
議
は
、
大
塚
組
織
担
当
部
長
（
Ｏ
Ｂ
担

当
）
を
座
長
に
し
て
始
ま
り
、
奥
山
副
委
員

長
の
挨
拶
の
後
、
加
藤
業
務
部
長
か
ら

月 

に

歳
定
年
制
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と

し
て
、「
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
労
働
条
件
の
改

善
」
が
勝
ち
取
れ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
詳
細
は
、

月
８
日
発
行
の
緑
の
風
、
号

外
を
参
照
） 

ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
、
古
川
会
長
が 

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
に
関
す
る 

こ
の
間
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
で
の
議
論
経
過
を
報

告
し
、
現
役
役
員
の
協
力
を
得
て
「
エ
ル
ダ

ー
組
合
員
の
組
合
継
続
と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ

会
加
入
」
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
の
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。 

議
論
で
は
、
事
前
に
中
央
本
部
に
提
出
さ

れ
て
い
た
「
各
地
本
の
エ
ル
ダ
ー
の
組
織
化

に
関
す
る
取
り
組
み
と
課
題
」
に
基
づ
い
て
、

全

地
本
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
若
年
出
向
し 

た
ま
ま
エ
ル
ダ
ー
に
な
る
組
合
員
の
把
握
や

関
わ
り
が
難
し
い
事
や
、
役
員
経
験
の
少
な

い
若
い
平
成
採
の
担
当
者
が
、
昭
和
採
の
エ

ル
ダ
ー
希
望
者
に
関
わ
る
難
し
さ
等
、
日
々

現
実
に
直
面
し
て
い
る
悩
み
や
課
題
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
再
度
全
機
関
で
意
志
統
一
し 

全
支
部
に
エ
ル
ダ
ー
担
当
者
を
決
め
て
、
従

来
よ
り
前
倒
し
で
取
り
組
む
事
で
「
組
合
継

続
と
Ｏ
Ｂ
会
加
入
者
」
を
増
や
す
事
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

     

凍
結
さ
れ
て
い
た
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会

が
凍
結
解
除
さ
れ
、

月
9
日

時
よ

り
支
部
事
務
所
の
会
議
室
で
「
再
建
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
再
開
を
待

ち
望
ん
で
い
た
大
勢
の
Ｏ
Ｂ
会
員
と
、
地

本
や
各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
来
賓
ら
総
勢

名
が
駆
け
つ
け
、
決
意
も
新
た
に
向
こ

う
一
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定
し
、
雨
谷

副
会
長
を
新
た
に
会
長
に
選
出
し
て
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
新
役
員
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

第
2
部
で
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
古
川
会

長
が
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
再
建
を
お
祝

い
し
、
約

分
間
の
特
別
講
演
を
行
い
ま

し
た
。 

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
こ
の
日
の
Ｏ
Ｂ

会
の
再
建
総
会
を
心
か
ら
喜
ぶ
会
員
で
、

会
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が 

 
 
 
 
 

 

再
建
総
会 

        

エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善
も
前
進 


